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1 2 3 平　均 1 2 3 平　均
ホモジネート 2．10 L44 1．06 1．53 2．31 2．19 2．12 2．21
総．蛋白質量
各分画蛋白質量の総和 1．97 1．87 0．95 1．60 2．01 2．40 1．64 2．02
回収率（％） 93．8 129．7 89．6 104．6 87．0 109．5 77．3 91．4
12．7 14．4 26．9 18．0 15．4 2L7 32．5 23．2
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葉 homo 88．2 169．2 60．7 L6
P1 27．6 50．8 19．7 0．8
P2 56．0 100．0 35．2 3．3
状 P3 116．8 210．5 71．8 L9
P4 346．3 474．2 273．7 2．7
S4 23．4 23．7 12．5 2．6
乳
P3／homo 1．3 1．2 1．2 1．7
P4／homo 39 2．8 4．5 1．6
頭 S4／homo 0．3 0ユ 0．2 1．6
対 homo 17．2 12．7 16．8 0．7
P1 12．5 7．4 20．0 0．2
P2 12．0 6．2 16．3 1．0
P3 17．8 15．6 25．0 1．6
P4 49．8 59．1 45．8 0．2
S4 1．8 42 2．3 0．5
P3／homo 1．0 1．2 1．5 0．3
P4／homo 2．9 4．7 2．7 0．3
昭’、、、

























































homo 1．5 2．8 2．5
葉 P1 2．7 1．3 1．0
P2 1．2 1．0 1．9
状 P3 1．6 1．1 2．4
P4 2．2 3．9 4．2
乳 S4 1．3 0．9 1．1
頭 P4／homo L5 1．4 1．7
S4／homo 0．9 0．3 0．4
homo 0．3 L7 1．4
対 P、 0．2 0．8 0．8
P2 0．2 0．6 1．3
P3 0．3 0．7 1．6
P4 0．5 3．4 2．9
S4 0．2 0．7 0．9
昭’　、、、
P4／homo 1．7 0．6 2ユ
S4／homo 0．7 0．4 0．6
考
（μM／mg蛋白質）
察
　本研究で用いたウサギ葉状乳頭を実体顕微鏡下
で解剖して葉状乳頭のみにしてホモジナイズする
方法は，ATPアーゼの比活性を著しく上げ，　Lum
＆Henkin　9｝がウシ有郭乳頭で1時間インキュ
ベートした値と，われわれが30分間インキュベー
トした値と比較して，ホモジネートで10倍，ミク
ロゾーム分画で100倍以上，彼らが庶糖密度勾配
法で精製した試料の比活性とわれわれが遠心分画
しただけの試料と比べても，われわれの試料の方
が約10倍高い比活性を有している．このことはわ
れわれの葉状乳頭のみにしてからホモジナイズす
る方法が従来の方法に比べ，極めて純度の高い
ATPアーゼ標本を得ることのできる方法である
ことを示す．
　Iwayama＆Nada　4），およびNomura13｝の光顕
による組織化学的研究によると，ATPアーゼ活
性は味蕾先端で強くみられるが，そのほかにも静
脈洞や結合組織芯でみられるので，ウサギ葉状乳
頭のATPアーゼは1種類でなくて数種類である
可能性が強い．しかし本研究の結果は，ATPアー
ゼが1種類であると考えた方がよい結果となっ
た。また，Na，　K－ATPアーゼは組織化学的には
検出されないのでその存在部位は確かめられてい
ないが，Lo　8）およびLum＆Henking｝によると，
かなり高い活性のあることが示されている．本研
究ではウアパインの効果がみられなかったので，
ウサギ葉状乳頭中には，Na，　K－ATPアーゼは存
在しないように思われた．しかし，これらの点は
本研究の結果のみで結論を出すことはできないよ
うに思われる．
　Lum＆Henkin9）は，庶糖密度勾配法を用いる
ことによりATPアーゼの比活性を40倍以上に
上げている．もし，ウサギ葉状乳頭のホスファター
ゼの中に，他の組織ではみられないホスファター
ゼが見いだされ，そのホスファターゼを精製しよ
うとするときには庶糖密度勾配法は有効な手段と
なると考えられる、しかしわれわれの目的は各ホ
スファターゼの性質を明らかにすることが主目的
であり，精製は各酵素の分離と実験に必要なだけ
に比活性を上げるために行うに過ぎないので，庶
糖密度勾配法は不可欠な方法ではないように思わ
れる．
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